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大学院教育の現状及び取組の把握に係る調査について（依頼） 

 

当連盟の教育研究委員会大学院教育推進分科会では、国及び産業界において大学院教育に焦

点を当てた検討が行われている現在を、私立大学大学院の振興に向けたまたとない機会として

捉え、国や産業界等への実効性ある働きかけに向けた基盤づくりや加盟大学への先進的な取組

の共有と大学院改革の促進を目的として、標記調査を実施することといたしました。 

本調査の背景や私大連におけるこれまでの検討経過につきましては、別添参考１を参照いた

だけますと幸いです。 

ついては、誠に恐縮ではございますが本調査の趣旨をご理解いただき、下記のとおり回答に

ご協力いただきますようお願い申し上げます。 
 

記 
 

１．回答方法 

①以下のウェブページまたは私大連ウェブサイトの本調査に係るトピックス記事から本調査

様式の Excel ファイルをダウンロードしてください。 

【調査様式掲載 URL】https://www.shidairen.or.jp/topics_details/gs 

②回答を入力いただいた Excel ファイルは、クラウドストレージ「Everidays」からご提出く

ださい。アップロード用の URL は調査様式内に記載しております。 

 

２．提出期限 

令和８年９月３０日（水） 

 

３．調査結果の取り扱いについて 

集計結果は、本分科会における検討資料並びに国・産業界等への提言・要望の基礎資料と

するほか、大学名が特定されない形で集約及び整理のうえ公表する予定としています。なお、

先進的・特徴的な取組等については、各大学の了解を得たうえで、ヒアリングや加盟大学へ

の事例紹介をさせていただく場合があります。 

 

４．同封資料 

参考１：「大学院教育に係る検討の背景と経過」及び「本調査の目的」 

参考２：「設問一覧」 

 

＜本件担当＞一般社団法人日本私立大学連盟 広報情報課（石田、片木、倉家、海老沼） 

TEL：03（3262）8672  E-mail：koho@shidairen.or.jp

https://www.shidairen.or.jp/topics_details/gs
mailto:koho@shidairen.or.jp


（参考１） 

 

大学院教育に係る検討の背景と経過 

令和７年２月に中央教育審議会が公表した「我が国の『知の総和』向上の未来像～高等教

育システムの再構築～（答申）」では、「知の総和」の向上に当たり大学院が果たすべき役割

は非常に重要であり、大学院教育を抜本的に充実することが必要であること、大学院での高

度な教育を受けたより多くの修士・博士人材が多様なフィールドで活躍する社会の実現が欠

かせないことなど、大学院改革の必要性が示されました。その後、「学士・修士の５年一貫教

育プログラム」に係る大学院設置基準の改正が行われ、また産業界でも博士人材について産

学共同で検討する場が設置されるなど、大学院に焦点を当てた施策や検討が進んでいます。 

 

私大連では、大学院教育充実に係る必要性の高まりを見据え、令和６年４月に「大学院の

人材育成に関する検討分科会」を設置し、令和８年３月に「持続可能な未来社会を拓く私立

大学大学院教育の推進と変革（提言）」をとりまとめ、「大学院教育の意義・価値に対する理

解の醸成・世論形成」「私立大学大学院振興・支援のための関係各方面との対話と要望」「大

学院の抜本的な改革：質的向上に必要な充実策」「学生及び大学院への公的支援（個人補助・

機関補助）の拡充」の４項目について提言しました。また令和８年４月には、同分科会の後

継事業として「大学院教育推進分科会」を新たに設置しました。同分科会では、現在を私立

大学大学院の振興に向けたまたとない機会として捉え、提言事項の実現に向けて取り組んで

います。 

 

 

本調査の目的 

提言事項の実現にあたっては、私立大学大学院の現状や課題感を踏まえた、国や産業界等

への実効性のある働きかけが必須となります。そのため同分科会では、各大学における大学

院教育に対するお考えや具体的な取組、課題とお感じのこと等についてご教示いただきたい

と考えています。 

 

本調査を通していただいた情報は、今後、国や産業界等に対して働きかける上での基盤と

させていただきます。また、大学院教育の充実を目指す大学がその取組を相互に高められる

よう、調査結果と共に各大学院での先進的な取組を共有させていただきたいと考えています。 

 

  



設問一覧         （参考２） 

【Ⅰ．貴学における大学院施策の現状について】                 ※<選>は選択式、<記>は記述式の設問です。 

Q 1 大学院を設置していますか。<選> 

Q 2 大学院教育について、課題とお感じのことはありますか。<選> 

Q 3 Q2 で選択した内容が課題である理由について教えてください。<記> 

Q 4 今後の大学院教育について、どのような方向性をお考えですか。<選> 

Q 5 大学院教育の充実や高度化に向け取り組む予定、または取り組んでいる改革の内容を教えてください。<選> 

Q 6 Q5 で選択した内容を実施する上での課題や貴大学院の現状について教えてください。<記> 

Q 7 大学院教育の充実に向けた教員への支援として取り組む予定、または取り組んでいる内容を教えてください。<選> 

Q 8 （Q4 で現状維持、縮小、廃止の場合）その理由を簡潔に教えてください。<記> 

Q 9 修士の学位授与に際し、学位論文審査を要件としない研究科（専門職学位課程を除く）について教えてください。<選> 

Q10 （Q9 で該当の研究科がある場合）研究科名を教えてください。<記> 

Q11 （Q1 で今後大学院を設置予定 または 設置の予定はない場合）その理由を簡潔に教えてください。<記> 

【Ⅱ．標準修業年限よりも短い期間で卒業・修了する教育プログラムについて】 

Q12 学士・修士５年一貫教育プログラムを設置または検討していますか。<選> 

Q13 設置している または 設置を検討している５年一貫教育プログラムについて、可能な範囲で教えてください。<選> 

Q14 ５年一貫教育プログラムの設置の目的やねらいと課題を簡潔に教えてください。<記> 

Q15 博士課程早期修了プログラムを設置または検討していますか。<選> 

Q16 設置している または 設置を検討している博士課程早期修了プログラムについて、可能な範囲で教えてください。<選> 

Q17 博士課程早期修了プログラムの設置の目的やねらいと課題を簡潔に教えてください。<記> 

【Ⅲ．大学院学生への経済支援について】 

Q18 TA 制度・RA 制度があれば、その給与等の額を教えてください。<記> 

Q19 上記以外に博士課程・博士後期課程学生に対して給与を支払う制度があれば、その内容を教えてください。<記> 

Ⅳ．～Ⅷ．は、貴学の大学院全体または各研究科で特色ある取組や注力されている取組があれば、３つまで記載いただくもの。  

【Ⅳ．大学院教育の取組について】 

Q20 コースワークについて、特色ある取組や特に力を入れている取組（予定を含む） 

Q21 リサーチワークについて、特色ある取組や特に力を入れている取組（予定を含む） 

Q22 博士課程学生を対象としたプレ FD について、特色ある取組や特に力を入れている取組（予定を含む） 

Q23 大学院における社会人学生への教育について、特色ある取組や特に力を入れている取組（予定を含む） 

【Ⅴ．他機関との連携について】 

Q24 国内の他大学院や研究機関等と連携した研究科設置、科目開設、学生指導について、特色ある取組や特に力を入

れている取組（予定を含む） 

Q25 海外の他大学院や研究機関等と連携した研究科設置、科目開設、学生指導について、特色ある取組や特に力を入

れている取組（予定を含む） 

Q26 産業界と連携した研究科設置（「契約学科」含む）、科目開設、学生指導について、特色ある取組や特に力を入れて

いる取組（予定を含む） 

【Ⅵ．キャリア支援について】 

Q27 学部学生に対するキャリア支援の中で、大学院進学に関する支援として特色ある取組や特に力を入れている取組 

Q28 大学院学生を対象としたキャリア支援について、特色ある取組や特に力を入れている取組 

【Ⅶ．大学院学生への研究支援について】 

Q29 大学院学生を対象とした研究費支援制度（Q19 の給与、JSPS や JST の支援制度に基づくものを除く） 

Q30 大学院学生を対象とした研究倫理に関する教育の取組 

Q31 大学院学生を対象とした研究セキュリティ（経済安全保障、技術流出防止等）に関する教育の取組 

Q32 大学院学生を対象とした知的財産権に関する教育の取組 

【Ⅷ．大学院に関する情報発信について】 

Q33 中学校や高等学校の生徒に向けた大学院に関する情報発信について、特色ある取組や特に力を入れている取組 

Q34 社会に向けた大学院教育の意義に関する情報発信について、特色ある取組や特に力を入れている取組 

【Ⅸ．その他】 

Q35 大学院に関連して、国等への要望や求める支援などがあればお書きください。 
 


